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わたしたち

まだまだ

青春

老人クラブ 連合会女性郡主催による 「第６回レ ディ

ース球技 大会」 が７月14 日 文化セン ター体育館 で開

催され まし た。町内 全郡の19 老人クラブ が 参加し 。

各チームより 選抜されたレ ディース ５名により 。３種

目 の競技をポイント制で争うものです。はつらつプレ

ーの応酬で会場は青春を謳歌 する熱気につつまれまし

た。激戦の末 、優勝の栄冠は1 第二藤田長寿会】に輝

き 。準優勝【小坂栄寿会1 、第三位【石毋田長寿会】

となり まし た。



新

農

業

委

員

決

ま

る

２
１
世
紀
の
農
業
を
拓
く

会
長
に
賀
藤
貞
さ
ん
再
選

国
見

町
農

菜
委
貝

会
は

、
一

般
選

挙
に
よ

り
当

選

さ

れ
た

十
五

名
と

、
農
協

一
名

、
農

業
共

済
組
合

一

名

及
び

議
会

推
薦

三
名

に
よ
る

委
員

が
選
任

さ

れ
。

二
十
名

の
新

し

い
委
員
が

決
ま

り
ま

し
た

。
七
月

二

卜
『

日

開

か
れ
た

農
業

委
員
会

臨
時

総
会

に
お

い
て
、

会

長

に
賀
藤

貞
さ

ん
、

会
長
職

務
代

理
者

に
菊
地

光

二
さ

ん
が

全
会
一

致
を

も
っ
て

選
出

さ
れ

ま
し

た
。

今

後

、
９１
‘世

紀
を

拓
く

国
見
町
ａ

業

の
推

進
役

と
し

て
、

活
躍

が
期
待

さ
れ

ま
す

。

匕
月
卜

。
日
の
一
般
選
挙
に
よ
り

当
選
さ
れ
た
い
五
名
（
選
挙
結
火
は

七
月
号
掲
載
）
と
、
農
業
委
員
会
等

に
関
す
る
法
律
に
も
と
づ
き
、
伊
達

み
ら
い
農
業
協
同
組
合
よ
り
菊
地
昭

平
さ
ん
、
福
島
県
北
農
業
共
済
組
合

か
ら
賀
藤
貞
さ
ん
、
ま
た
十
九
日
開

催
の
町
議
会
に
お
い
て
村
上
利
夫
さ

ん
、
佐
藤
視
さ
ん
、
小
四
邦
了
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
推
薦
さ
れ
、
こ
れ
を
う

け
て
町
長
が
農
業
委
員
と
し
て
選
任

し
ま
し
た
。

二
十
名
の
う
ち
半
分
の
十
名
は
今

回
初
め
て
の
就
任
で
、
ま
た
女
性
委

員
は
前
回
同
様
二
名
で
す
。
新
た
な

視
点
で
、
国
見
町
の
農
業
・
農
地
を

守
り
、
そ
し
て
切
り
拓
く
事
と
な
り

ま
す
。

脇
時
総
会
に
あ
た
り
Ｍ
永
町
長
は
、

『
農
業
振
興
の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ

き
、
町
づ
く
り
の
た
め
お
力
添
え
を

お
願

い
し
ま
す
ご

と
述
べ
、
貿
藤
会

艮
は

『
農
業
状
勢
が
厳
し
さ
を
増
す

巾
、
町
協
力
の
も
と
、
一
層
精
進
し
、

国
見
町
農
業
の
た
め
邁
進
し
て
ゆ
き

ま
す
。
」
と
決
意
を
述
べ
て
い
ま
す
。

貿
藤
会
長
は
引
き
続
き
三
期
目
の

会
長
就
任
で
、
菊
地
職
務
代
理
者
は

委
員
を
五
期
務
め
た
実
績
が
あ
り
ま

す
。

賀

藤
会

長
信

達

地
方

農
業

委

員

会

連

合

会

会

長

に

就

任
　

ニ
ト
ハ
日
側
催
の
信
達
地
方
農
業

委
員
会
連
合
会
臨
時
総
会
に
お
い
て
、

賀
藤
貞
会
長
が
連
合
会
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
農
業
委
員
会
の
上

部
機
関
で
あ
る
、
県
農
業
会
議
常
任

会
議
員
も
兼
ね
、
県
下
農
菜
委
員
の

り
Ｉ
ダ
ー
と
し
て
皿
責
を
担
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

菊地 光二
会長縋務代理者

賀藤　貞
会　 長

新
農
業
委
員
（
敬
称
略
、躡
席
！

賈
藤
　

貞

六
期
共
済
推
薦

志
村

藤
榮

二
期
公
還

村
上

正
勝
　
一
朋
公
還

瀬
戸
　

孝

二
朋
公
選

并
砂

善
榮

四
期
公
選

佐
藤

雹
可
　
一
期
公
選

小
西

邦
子
　
一
期
躡
会
推
薦

菊
地

昭
平

二
期
農
協
推
薦

鈴
木
　

癩
　
一
期
公
選

菊
地

光
二

六
期
公
選

村
上

利
夫
　
一
期
議
会
推
薦

渋
谷

裲
鬣
　
一
期
公
選

松
浦

欽
一
　
一
朋
公
選

黒
田

勝
夫
　
一
期
公
選

松
田

和
男

二
朋
公
選

朽
木

勝
之

四
期
公
選

武
田

正
利
　
一
期
公
選

佐
藤

章
雄
　
一
期
公
還

佐
藤
　

視

二
期
議
会
推
薦

高
橋
八
千
代

＝一
期
公
選

退任委員の方々へ感謝状

良業委員会臨時総食に先立ち，このたび退任なされた12

名の康豪硬員の方々へ．冨永11長より．感凛状が贈91され

ました．町畏より，これまでの功績に対し．ねぎらいと感

瀏の召集が述べられました．

◆ 感謝 状贈 呈者（敬称略）

後藤 昌 神 ( 9期｝ 松油 良明(  4 期 ) 徳江 順吉(  4 期 )

安穡 貞犬（４朗） 佐久間昭雄（３期） 松浦　 榮（３期）

佐野 正 雄 ( 2 期 ) 宍戸 文平（２期） 菊地　 正い 期 )

佐藤 瑞雄（ｌ期） 林　 初男い 期 ) 佐野 一子｛１期〉

農業委員会の役割

農饕委目会は農業及び農家の利益を代表する機関として．法禄に

よリ設●されている行政委員会です．

農飃委目 会の委目の主な役創としては、.11:地域の農政課題を農家

とともに取組み．地域農業を允展させる推進役JZi 農地江に基づく

権利移動等の審査役．･冫流髱化などにより 、農地の有効活用をはか

る躙讎役．などがあります．この他にも ．「地域の世話役」として

農１ 壥年金．税金．制度資金などの身近な相談にも応じていま１.

alなどからの諮間に刔する答申や埋誦、意見の公裘などを通じて

農家の声を政策に反映させる役割も担います．



税負担軽減へ

平成11年国保税率が　　　　

決まりました

七
月
十
九
日
招
集
の
国
見
町
議
会
臨
聘
会
に
お
い
て
、
今
年
度
の

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
税
の
課
税
あ
ん
分
率
等
が
改
正
さ
れ
、所
得
・

資
産
割
の
算
定
率
、
世
帯
平
等
創
額
が
引
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
一
人
当
り
の
国
保
税
額
は
、
平
均
で

丁

八
％
減
の
六
万
五

千
三
百
四
十
九
円
と
な
り
昨
年
度
に
比
ぺ
千
二
百
十
六
円
減
額
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
は
加
入
者
が

保
険
税
を
出
し
合
い
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
備
え
、
助
け
合
う
相
互
扶
助

を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
町
で
は
健

令
で
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
保
の

も
と
に
公
平
、
適
卍
を
基
本
に
運
営

し
て
い
ま
す
。

十
九
日
の
議
会
で
。
平
成
十
一
年

度
国
保
特
別
会
計
の
予
算
総
額
を
匕

億
三
１
七
百
十
一
万
二
千
円
と
し
、

国
保
税
は
当
初
予
算
よ
り
三
千
八
百

十
五
万
三
１
円
減
額
し
て
、
二
億
六

千
九
百
卜
万
五
千
円
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
昨
年
に
比
べ
微
増
と
な
り
ま

す
が
、
加
入
者
・
皀
帯
の
増
加
に
よ

る
も
の
で
、
一
人
当
た
り
は
千
二
百

十
六
円
減
額
と
な
り
ま
す
。

昨
年
度
の
灰
療
給
付
費
が
明
ら
か

に
な
っ
た
の
を
う
け
、
ｔ

年
度
国
保

特
会
繰
越
金
を
十
一
年
度
へ
充
当
す

る
な
ど
に
よ
り
、
負
担
の
軽
減
を
図

り
ま
し
た
。

医

療
費
は
県
下
6
9位

保
険

税
も
低
く

国
兄

町
の

平
成

卜
年

度
の

医
療

費

は

一
人

当
。リ

ニ
十

九
万

‐‐
千

六
百

三

十

八
円
で

、
前
年
度

よ

り

Ｉ
．
・
六
％

増

加

し
て

い
ま
す

が
、

こ
の

金
額

は

県
ド

九
卜
市

の
鳥

い
順

か

ら
六
ｔ

九

位
で

、
県

平
均
よ

り

約
五
万

五
千

円

低
く

な
っ

て
い
ま

す
。

こ

の
た

め
国

見
町

の
国

保
税
は

。
九

年
度

で

一
人

当
り

県
甲

均
を
六

千

円
下

回
り

、
低

く

お
さ
え

ら
れ
て

い

ま
す
。

同

保
税

は
’ｒ

想

さ

れ
る

氏
療

給
付

費
か
ら
、
国
の
補
助
金
等
を
差
し
引

い
た
残
り
を
負
担
い
た
だ
く
よ
う
算

定
し
ま
す
。
医
糠
費
が
少
な
け
れ
ば

保
険
税
も
安
く
す
み
ま
す
。
ま
た
。

滞
納
者
が
い
る
と
こ
の
し
く
み
は
成

リ
ひ
た
な
く
な
り
ま
す
。

健
康
は
掛
け
替
え
の
な
い
財
産
で

す
。
常
に
健
康
に
気
を
く
ば
り
、
健
康

診
断
な
ど
に
よ
る
、
疾
病
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
に
心
が
け
ま
し
よ
う
。

平成11年度　国保税率

区　 分 �観率O 　内は前年度�前年比 � 内　　寥

① 所 得 割�4.48％ （4.66％）�^ 0.18�
所得に応じて翼出
する率

･2J 資 産 割�25.16 % ( 25.95 % ) �△0.79�資産に応じ
て算出

する牢

,3､被保擴者均等翻 �24.925円( 24.円)�19 円�1人当りの金額

④世帯別平葺劃�26.148円( 26.764円)�△616円�1世帯当りの金額

上紀の税串を用いて次の例のとおり 算出し ます。

国保被保険者加入状況

(各年4月１日基準〉

区分
年度 �

薗保被保険者 �� 加入割合

�世帯 �被保険者数�世 帯 �櫨保険奮散

11 �757 �4 , 107 �56.0 �36.1

10 �1 . 2 �3､996 �53.9 �.  9

９ �6 �4.  1 �53.3 �.9

８ � 聞 9 �4､137 �53.6 �35.4

７ �9 �4.2 �53. 1 �35.5

問い合わせ

ﾒfFi ’゙ 几|や`医
ｎ 税 保fi 保 療･5

 務 税 1 115　

つ ５ 祉 つHI
乱 “ ￥

７ 係 は ７ 国.は，･,7
8 保て,’8

、JＪ　5 111Slj

１世帯あたり の国保 税算出例

所得額 180万円（皿税標準額147万円瓦 固定資産税破５万
円、被侃険書３人の場合　　　 Ｏ 　は対前年増減翻

Ｔ所爾割 1.470,0(X)円×4 -48 % - .856円(△2646円)

含資産割 50.(X)o円×為 .16 % = . 0円:  △ 395円)

・均等劃 24.925円×　3 人＝74,刀5円（　57 円;

④平等劃 26.1 円（△616 円）

合　 計　111＋②十､3 ･ 十 4:= 179. 円（△3,600円）

●国報 税 第 税通知●の裏側にみなさんの譚磅内 訳が紀載

さ れており ますので参開ください。

●最高讓度翻はは53 万円

●条例で定める金銅la 下の所得者・ を対象に、７罰 、５

罰 、２劉の減圃制度があります。



国
保
の
こ
と
ご
存
じ
で
す
か

私
た
ち
の
国
保
制
度

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、
費
用

の
心
配
を
せ
ず
お
医
者
さ
ん
に
か
か

れ
る
よ
う
、
み
ん
な
で
お
金
を
出
し

合
う
の
が
医
療
保
険
で
す
。
私
た
ち

は
み
ん
な
、
い
ず
れ
か
の
医
療
保
険

に
入
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
を
「
国
民
皆
保
険
制
度
」
と
い
い

ま
す
。
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
も

そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

医
療
保
険
の
種
類
に
つ
い
て
は
左

の
図
の
と
お
り
で
す
。
会
社
な
ど
に

勤
め
る
人
及
び
そ
の
扶
養
の
方
は
。

職
場
で
加
入
す
る
健
康
保
険
や
共
済

組
合
（
職
域
保
険
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
。
農
業
や
自
営
業
者
、

会
社
を
退
職
し
た
人
な
ど
は
。
被
扶

養
家
族
も
含
め
町
な
ど
で
運
営
す
る

国
保
（
地
域
保
険
）
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
国
保
制
度
に
お
い

て
、
負
担
金
が
軽
減
さ
れ
る
退
職
者

医
療
制
度
や
、
七
十
歳
以
上
が
適
用

を
受
け
る
。
老
人
保
健
制
度
が
あ
り

ま
す
。

国
保
を
運
営
す
る
の
は
町
で
、
職

域
保
険
に
加
入
し
な
い
方
は
国
保
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
お
医

者
さ
ん
に
か
か
っ
た
場
合
、
通
常
は

医
療
費
の
三
割
を
病
院
等
へ
支
払
い

ま
す
が
、
そ
の
残
り
の
七
割
を
町
は

皆
さ
ん
か
ら
’の
国
保
税
と
国
な
ど
か

ら
の
補
助
金
で
支
払
い
、
事
業
を
運

営
し
ま
す
。

ここでは国保制度の基本的な内容と注

意していただくことを掲載しています。

詳しくは保険証更新時に配布している

パンフレットを参照い ただくか、お問

い合わせください。

保健福祉課　国保係

585  ー2785

退 職 者 医 療 制 度

～職場を退職した人の医療～
艮い問会社などに勤めていて退職し。次の要件を

満たした場合、医療費の負担 を軽減する制度です。

対 象 と な る 方

次の条件にすべてあてはまる人とその家族が
該当します。

●国民値癩保険に加入している人

●老人保健制度の適用を受けていない人

●厚生年金や共済組合の年金を受けていて、こ
れらの年金制度の加入期間が20年吟1上、また

は40巉以上の加入期間が10年ja上ある人

お医者さんにかかるとき

「退職 被保険者証」の提出が必要です。病院等へ支

払う一部負担金は次のとおりです。

･扶 養家族本人(退職被保険者)

外　来

２割
外　来 ３割

入 院 入　院 ２割



老 人 保 健 制 度

～70歳以上の医療～
70歳( 一定の障害がある人は65歳) 以上の方は、

老人保健制度で医療 を受けることになります。

70歳到達により該肖する方には、 町より個別

に通知いたし ますので、それにより手続きして

ください。

お医者さ んにかかるとき

「保険証・健康 手帳・医療受給者証」の提出 が

必要です。病院等へ支払う一部負担金は次のと

おりです。

外　 来 � 入　 院

１日530 円

同じ医療機関に

おいて１ヵ月４

回2.1  加円 限 度

とし負担します。�　　　

１ 日れ 2 円

＊住民税非課税世帯で老齢{
獅年金を受けている方は

１日500円です。

＊住民税非課税世帯の方は

１ヵ月.48 円 が限 度とな

ります。

老
人
保
健
の
対
象
と
な

っ
て
も
、
国
保
加
入

は

継
続
し
ま
す
の
で
、
保

険
料
は
納
め
て

い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

老
人
保
健
で
医
療
を
受

け
て

い
る
方
は
、
今
年

７
月
よ
り
外
来
薬
剤
に

か
か
る
負
担
が
な
く
な

り
ま
し
た
。
特
例
措
置

で
国

が
支
払
っ
て

い
ま

す
。

入院時の食事代
入院時の 食事は、下表の額を 支払うだけで、残りは国保

が負担し ます。

一 般 加 入 者 ��１日�７６０円

性慶税

非課税

世帯等 �90

日までの入院90S

を題える入腕(

 過 去 12か月の入院日数} �

１日 �６５０円

５００円��１日

住民税非課税世帯等で老齢福祉
年金を受けている方 �

�１日�３００円

＊住昃 税非課税世帯等の万は標準負担薑減画認定 置が必 要です．役場面保諌

に申 諞し交付を受けてくださ い．

串入 現時の食事代は高額瞿麦賢の対象には なり ません．

高額療養費の支給
病気やヶがでお医者さんに

かかり、医療賛を一定額以

上負担したとき。申請する

と、基準額を超えた分が国

保から支船されます。

・申朋に必要なもの

病院等の領収書　印鑑 世帯主名義の口座番号

１ 。自 己負 担額 が １か月 に63± 600円を 邱え た場 合

同じ人が同じ月内に同じ病院で63.68 円（住民税非課税世帯

は35.48.円）以上の負担額を払ったとき。

２ 。同 じ世 帯で 合算 して63.600 円を 超え た場合

同じ 世帯内で同じ 月内に30､000円( 住民税非課税世帯は21,0(X)

円) 以上の負担額を2回以上払った場合で、それをあ

わせて63. 円( 俘匣税非課税世帯は35,4(X)円) 以上の負担

額を払ったとき。
注意ください

交通事故と国保
交通事故など、 第三者から偽客を受けた場合でも、

岡保で診療を受 けること がで きます。その場合。国

保では医療費を一時的 に立て替えて、あとで加害者

に鏡求します．

必ず届け出を

国保で診察を受けるときは、

必ず事前に「第三者行為によ

る傷病届」が必要です。

届け 出に必要なも の

事故証明 保険証 印鑑

示談の前に相談ください

加害者から治療費を受け取ったり、示談してしまう

と国保が使えなくなってしまいます。示談の前に相

談ください。

国保への届け出を忘れずに！
次のようなときは、必ず14日以内に届け出くださ い。

こんなとき 持参するもの

瞿

にｌ

他の市町村から転入してきたとき 印館 転出証明貫

他の鮭康保険などをやめたとき 印鑑 儲俣の瞳脱証明書

子どもが生まれたとき 印皿 保険証 母子手帳

圃
保
を
や
める

他市町村へ転出するとき 印艦 保瞶足

他の饐康保険などへ入ったとき 印霞 国保と健保の保険鉦

死亡したとき 印饂 保膾瞽 死亡証明

そ
の
他

退職奮医療制度に該当したとき 印鑑 保険鉦 年會証書

性扁、氏名、世帯主がかわつたとき 印鑑 保蝕証

保険証の紛失．汚して使えないとき 印鑑 身分霞明盲(保険証)

修学のため子が他市町吋に住むとき 印鑑 係鑰暖 在学証明書

別個の保験竄が必要なとき 印皿 保喰証



長崎

大分

福島

三
町
国
見
町

交
流
の
き
ず
な
深
め

中
学
生
が
長
崎
へ

県
北
中
学
校
の
生
徒
ら
二
十
九
名

こ

年
卜

。
名
・
二
年
生
卜
五
名
引

弔
べ
名
）
は
、
七
月
二
十
七
日
か
ら

三
泊
四
日
の
日
程
で
、
艮
崎
県
国
見

町
を
訪
れ
ま
し
た
。
国
見
中
の
生
徒

を
は
じ
め
と
す
る
交
流
や
。
普
賢
岳

被
災
地
、
原
爆
記
念
館
。
長
崎
巾
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
、
交
流
使

節
と
し
て
の
役
割
と
と
も
に
、
多
く

を
学
び
意
義
あ
る
も
の
と
な
り
ま
し

た
。（
九
月
吁
で
生
徒
の
感
想
を
お
伝

え
す
る
予
定
で
す
。
）

友
だ
ち
同
士
に

一
行
は
仙
台
よ
り
飛
行
機
で
福
岡

へ
、
空
港
よ
リ
バ
ス
で
長
崎
国
見
町

へ
。
町
役
場
で
歓
迎
を
受
け
た
あ
と
、

サ
ッ
カ
ー
で
有
名
な
国
兇
高
校
や
町

内
見
学
を
し
ま
し
た
。
次
の
日
は
閥

見
巾
と
の
交
流
会
で
す
。
町
や
中
学

校
の
紹
介
、
唯
徒
会
や
ク
ラ
ブ
活
助

に
つ
い
て
の
意
見
の
交
換
が
さ
れ
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
交

流
、
ｎ

食
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
が
打
ち
解
け
る
の
は
早
い
も

の
で
、

。
緒
に
写
真
を
と
っ
て
は
、

話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

同
じ
町
名
の
「
国
見
町
」
が
交
流
協
定
を
結
ん
で
三
年
目
を
迎
え
、

さ
ら
な
る
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、
本
町
か
ら

中
学
生
が
長
崎
を
訪
れ
、
ま
た
大
分
の
税
察
団
が
來
町
し
ま
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
艮
崎
国
兇
町
と
交
流
を
始

め
た
の
を
き
っ
か
け
と
し
、
各
団
体
が
行
き
来
す
る
こ
と
に
よ
り
関

係
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
平
成
六
年
冨
永
町
畏
が
両
町
を
訪
問
す
る

と
、
急
迎
に
親
密
度
を
増
し
、
ｆ
成
九
年
七
月
に
は
「
交
流
協
定
」

を
結
び
、
幅
広
い
分
野
の
交
流
を
と
お
し
て
相
互
耶
解
と
友
好
を
深

め
る
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

町
で
は
交
流
事
業
を
展
開
し
、
こ
れ
ま
で
各
種
産
業
の
代
表
者
や

女
性
の
交
流
団
が
派
遣
さ
れ
、
昨
年
に
は
中
学
生
が
大
分
を
訪
れ
、

本
年
度
は
艮
崎
を
訪
悶
し
ま
し
た
。

大
分
か
ら
は
職
員
視
察
団
が
来
町

７月22日大分県国見町より松本武義商工観光

課長を剛艮に町幹部職員６名からなる視察研修

団が来町しました．冨永町長．佐藤議長が一行

を出迎え、金山人分岡見町艮からのメッセージ

を受け収りました その後文化センターでの研

修会において．本町職員と町活性化対策など両

町振興発展について．活発な意見交換が行われ

ました．



家
族
の
一
員
と
し
て

身
近
な
交
流
と
し
て
、
二
十
七
口

の
夜
に
は
、
普
通
の
家
庭
に
泊
め
て

も
ら
う
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
い
ま

す
。
お
世
話
に
な
っ
た
の
は
、
中
学

生
の
家
を
は
じ
め
、
今
年
四
月
に
来

町
し
た
奉
賛
団
の
方
な
ど
、
福
島
に

來
ら
れ
た
方
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
、
食
事
の
お
手
伝
い
や

一
家
団
ら
ん
な
ど
に
よ
り
、
家
族
の

一
輿
と
し
て
快
く
受
け
入
れ
い
た
だ

き
ま
し
た
。橋

渡
し
を
誓
い
　

結
団
式

長崎・国見町交流派遣団の

結団式が22日文化センターで

行われました。生徒を代衣し

後藤恵さんへ団員証が交付さ

れ。冨永町畏は「両町の橋渡

し をお願いし ます。 交流によ

り大きな人間になってくださ

い｡ 」と激励、吉田純美さ ん

が「見聞 を広げ、有意義なも

のとし ます｡ｊと誓いの言葉を

述べました。

平
和
の
尊
さ
も

普
賢
岳
災
害
の
爪
痕
を
の
こ
す
被

災
地
の
兄
学
や
、
長
崎
漑
平
和
公
園
。

原
爆
の
悲
劇
を
伝
え
る
原
爆
記
念
館

を
見
て
、
生
徒
は
そ
れ
。
れ
に
思
い

を
持
っ
た
様
子
で
す
。

宍
｝

ル
ド
ワ

ー
ク
で
は
班
に
分
か
れ
て
長
崎
市
内

へ
、
路
面
電
覃
を
乗
り
継

い
で
は
自

分
た
ち
の
計
画
に
よ
る
社
会
学
習
で

す
。

人
づ
く
リ
ヘ

艮
崎
圃
見
町
に
お
い
て
も
随
所
で

あ
た
た
か
い
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

生
徒
に
と
っ
て
も
、
大
変
収
穫
多
い

研
修
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
の
大
分

に
引
き
続
き
、
今
年
畏
崎
へ
中
学
生

を
派
遣
し
た
交
流
事
業
は
、
三
県
国

見
町
の
友
好
を
深
め
る
こ
と
は
も
と

よ
り
。
見
聞
を
広
め
る
こ
と
に
よ
り

人
づ
く
り
へ
と
発
展
し
て
い
ま
す
。

小学校スポーツ
(水泳)交歓会 平

成
ト

ー
年
皮
国
見
町
小
夕
校
ス
ポ
↓

ツ

ー水

泳
〕
交
歓
会
が
匕
月
二
十
六
日
森
江
野
町
民
プ
ー

ル
に
お
い
て
間
催
さ
れ
ま
し
た
。
水
泳
交
歓
会
を

と
お
し
て
、
町
内
小
学
校
の
咬
睦
と
水
泳
技
術
の

向
Ｅ
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
町
内
各
小
伊
校
か
ら
六
年
生
の
全
児
廠
百

十
八
名
が
参
加
し
。
元
気
な
水
し
ぷ
き
を
あ
げ
な

が
ら
。
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

国 見町小学校スポーツ(水泳)交 歓会入賞者

男　　　 孑

種 目　　　 第 １ 位　　　　 第 ２ 位　　　　 第 ３ 位

跏 目鯉 岩母 駄( 藤田２) 宍戸Ξ史郎(森江 佐 健 太 ( 襲 田 D
5a11日由型　 岩崎 羶太(藤田２) 遠藤 朋也(大木戸) 近野 拓哉(森江野)
2ｓ11自由型　 近野 拓哉(森江野) 凧田 裕希(森江野)　・11 博之(舊田1)

5αTI平泳ぎ　 高野 雄太(藤田２) 蔔地 蓚弥(森江野) ‐絛 隼人(小 坂)
25m平泳ぎ　 一條 隼人(小 坂) 高野 蘿太(藤田２) 狢葡 羶太(大木戸)
!aTI背泳ぎ　 菊地 郁弥(森江野) 浅野　 亮(小 坂) 八巷 貫悛(罧江野)

河狛ｍリレー　 森江野小　　　　 藤田小１岨　　　　 大木戸小

女　　　 子

穂 目　　　 第 １ 位　　　　 第 ２ 位　　　　 第 ３ 位
1 11自由型　 佐野由答理(大木戸) 梅谷 髪美(小 坂) 佐康昊由紀(小 坂)

5αη目由型　 肓粡 妙子(藤田２) 佐藤 成美(小 坂) 本田実 美 ( 震 田 2 )
2駟1自由型　 佐雇 妬少(謳挧｜) 暖藤 琴美(錨田２) 本田哭粟奥(藤田2)
!Myｎ平泳ぎ　 佐藤 梨沙(藤田１) 佐野由香理(大木戸) 三木 史絵(康田1)

25471平泳ぎ　 楠山 成奥(小 坂) 平舘奈緒美(藤田１) 安康志帆子(小 坂)
!政71肓泳ぎ　 百田 妙子(藤田２) 横山 成美(小 坂) 高橋美 妙 震 (藤田2)
2(xk71リレー　 康田小２組　　　　 藪田小１岨　　　　d1坂小



国兇町英話指導助手のサーラ・バイハム先生が、日本を離れ

ることになりました。先生は甲成９年から２年間にわたり。県

北中学校をはじめ、公民館などで。英語を教えてくださリ。ま

た小学校、幼稚園を訪れては広く交流してくださいました。サ

一ラ先生より、みなさんへのお別れのメッセージを紹介します。

訳 文
とても早いのですが、園見とお別れする畤がき

ました。２年問の滞在で、たくさんの親切で思い

やりのある方々と出会い、たくさんの新しいこと

を学ぷことができました。今ではll見の一同と思

えます。「而りがとう」の一呂では§ い表せない

ほどお世話になりました。

ｌ 兒でたくさんの思い出ができました。県北中

学校や各学校、ともに字んだ生徒や児傴の皆さん。

諸先生方。また、お祭りや萸会話敦亶、阿潭賀志

山ウォーキング大会、そして、おいしい桃などと

ても貫き尽くせません。

ここ国見でのことを生涯忘れはしません。

本当にありがとうございました。 いつかまた

りーラ

共生について考える 小坂小
小坂小学校の３・４年生か７月15日「特別養護老人ホー

ムあつかし荘j のおじいちゃん、おばあちゃんを訪ねまし

た．首かざりや折り紙のプレゼントを準備し、楽器の演奥

や一緒に歌を歇つての交流です．こ れまで小坂小では．弱

者の立場で考え．どのように触れ合つたらいいのかを．児

齏目らが蕾椅を体験したり介護の話を聞くなどして、学ん

できました．これらの活恥は１年間通して続けられ、体の

不自由な人、お年寄りの方と、共に生きることについて考

えていきます．

Ｓ

藤
田
保
育
所
で
は
、
み
ん
な
で
七
夕

飾
り
を
作
っ
て
は
、７
日
を
楽
し
み
に

準
伽
し
て
き
ま
し
た
。
歌
や
お
遊
技
、

ゲ
ー
ム
の
あ
と
は
、
蓁
食
会
の
開
催
で

す
。
ご
５
そ
う
を
頬
張
る
子
供
た
ち
に

は
。
星
の
話
は
無
緑
の
よ
う
で
す
。

七夕の日に
７月７日七夕の日に幼稚園、保育所

では「七夕の集い」が開催さｎ・ した。

七夕の由来のお話のあと、短冊にした

ためた思い思いの願い事を。お星様に

祈ります。

＠･霖江野幼稚園では「七夕」の歡を歌

っては、グループ毎に、歌やお遊技の

発表会が行われました。さて、短冊の

願い 事は「野球選手になりたい」「オ

ーレッドになりたい」「ガイアの飛行機

がほしい」とのこと、

サーラ先生
ありがとう
そしてさようなら



う
る
お
い
を
感
じ
る
街

国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

た
だ
い
ま
分
譲
中暮らしに緑のうるおいを感びる街国見ニュータウン_/。

このばど分譲開始となりま乙た。定茫茫促 進 事 業の捗

λ な ど 、 さ ら に 齠 力 が 肪 え ま 乙た 。

こ の 摺 会/ごぜ ひ 間 い 台 わ せぐ だ さ 冖。

第１期分譲は ８月19日に締め切りとなり、

まもなく 第２期分譲が開始されます。

現地見学会実施
このたび国見ニュータウンが竣工し、７月24、25

日現地見学会が行われ、第１期分譲申込の受

付が開始されました｡今回分譲されるのは全162

区画うち81区画です。炎天下のもと、会場を訪

れた方々は、立地条件のすぱらしさ、やさしさ

仕様の街並みを直接感じとり、なかには早々に

申し込む姿も見受けられました。分譲開始に先

立ち冨永町長は「町活性化の原動力になること

を祈ります｡」と挨拶しました。

国見ニュータウン定住化促進事業

１,ＵＩターン新築等奨励金の交付（上限30 万円）

新築家屋と土地の固定資産税相当分を交付（1 年分）

2.UI ターン分譲斡旋報償1 件５万円

3｡町内建築業者運転資金利子補給

この街をみなさんに紹介してください。UI

ターンの方がご契約をいただきますと、

斡旋報償として５万円を差し上げます。

申し込み　お問い合わせ

国見町企画商工課
Ｔ Ｅ Ｌ 585  ｰ  292 直通)



保健だより
保鍠植祉諢 で保健増血係 (  5β.5)‘2783

結核は 昔の病気 ？

結核は、かつて「亡国病」とよぱれおそれられていましたが、効果的な薬や予防法

により治る病気となり、患者数も減少の一途を続けてきました。しかし、最近マスコ

ミ報道にも見られるように結核の院内感染、老人ホームや学校での集団思染が多く発

生しています。結核は毎年４万以上の人が罹っており、平成９年には前年よりも多く

の人が発病し、思者数が増えたのは冥に38 年ぷりのことです。これは一つには、昔結

核に感染を受けた高齢者の人口が増えたことや健康に無間心な人が多いこと、医療現

場でも結核が忘れられがちなことが要因と考えられます。

柘核は決して片づいておらず、いま一度真剣に取り組まなければならない病気なの

です。定期的にレントゲン検診を受ける、せきが続くような場合はかぜと思い込まず

に病院に行くなど早期発見早期治療が重要です。

乳　児　健　診

該　　当　　乳　　児 � 実　施　日 � 受 付 時 間 � 場　　 所

・3か月児（平成11年６月生まれ）

・9か月児（平成10年12月生まれ） �10
月21日(木) �午後1  時 30分～午後２ 呻 �観月台文化センター

第１和室

(健診内容)

☆医師の指導．身長 一体重測定 ，謫乳．離乳，家族計面などについて　 ☆母子手帳を忘れずに！

育　児　教　室

骸　　 当　　 乳　　 児 � 実　 施　 日 � 受　 付　 時　問 � 場　　 所

平成11 年 ３月～　　

平成11 年 ４月生まれの 幼児 �10
月７日㈲ �午 後１時30 分～午後２ 眄 �

観月台文化センター

第１和室

( 内 容)

☆身艮・体重測足．離乳食．予防掃種などについて　 ☆母子手帳を忘れずに！

小児マヒ予防ポリオ生ワクチン投与（秋期分）

該　当　乳　幼　児 � 実施日（地区別） �受　付　時　間 � 場　　 所

実施日に満３か月から７歳６か
月までの乳幼児で、ポリオ未完
了のお子さん �

藤田地区　　　10月26日(火) �午後１時30 分　

～午後２ �

観月台文化センター

体育館�藤田地区以外　10月27日團

( おかあさんへ)

☆このワクチンは 。２膸投与しないと効果がありません。今年１回だけだったお子さんは 。来年もう一度投与を受けてください。

☆予防接種は。健康なときに受けるのが原則で１ ．お子さんにちょっとでも興常がある場合は 、必ず医師や保健婦に申し出てください。

☆ポリオ生ワクチン投与後jl遇陶は、ほかの予防裲種は受けら れませんのでご注意下さい。

九

月

九

日

は

「

救

急

の

日

」

九
月
五
日
～
九
月
十
一
日

救
急
医
療
週
間

救
急
車
を

は
や
く
呼
ぷ

た
め
の

ポ
イ
ン
ト

◆

「
１
１

９

」

を

ダ

イ

ヤ

ル
し

、
つ
な
が
っ
た

ら
「
救

急

で

す

」

と

は
っ

き

り

つ

た
え

る

。

◆

住

所

と
目

標

と

な

る

建

物

を

つ

た
え

る

。

〔
家

の

前

や

目

標

物
の

所

へ

行

き

救

急
車
を

案
内
す
る

。
〕

◆
状
鵤
蒭
鴟

凛
に
説
明
す
夊
ｙ
。

※
携

帯

電

話
で

は

、

つ

な

が
ら

な

か

っ

た
り

、

現

場

か

ら

離

れ

た
消

防

署

に

つ

な

が

っ

て

し

ま
う

こ

と

が

あ

り
ま
す

。

や

む

を

え

ず

便
用

す

る

場

合

は

、

必

ず
携

帯

電

話

か

ら

か

け

て
い

る

こ

と

を

告

げ
て
下

さ
い
。

結核予防週間



どうして英語が話せるの？

六
月
一
。十
一
日
町
笑
語
指
導
助
手

の
サ
ー
ラ
先
生
が
藤
剛
幼
稚
園
に
遊

び
に
来
ま
し
た
。
来
る
前
か
ら
園
児

た
ち
は
「
ど
ん
な
服
を
着
て
く
る
の

か
な
」
「
ど
う
し
て
英
語
が
話
せ

る

の
」
と
大
変
気
が
か
り
で
し
た
。
『
サ

ー
ラ
先
生
が
自
転
庫
で
来
た
よ
！

』

大
声
で
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

松
浦
常
雄
園
艮
の
お
話
の
後
、「
サ

ー
ラ
先
生
と
遊
ぼ
う
会
」
の
は
じ
ま

り
で
す
。
あ
ま
り
接
す
る
こ
と
の
な

い
外
国
人
と
の
対
面
は
。
園
児
た
ち

に
と
っ
て
の
一
大
事
、
ち
ょ
っ
ぴ
り

緊
張
ぎ
み
で
す
。

サ
ー
ラ
先
生
の
自
己
紹
介
の
あ
と
。

園
児
た
ち
か
ら
の
質
問
の
時
間
で
す
。

「
7
.ど
も
の
と
き
ど
ん
な
遊
び
を
し

た
の
」「
ど
ん
な
動
物
が
好
き
」
と
の

質

問
に

。
サ

ー
ラ
先

生
も
ｆ

寧

に
答

え

て
く

れ
ま
す

。
園

児
た

ち
の

警
戒

心
は

す

っ
か
り

な
く

な
り

、
す

ぐ
に

打

ち
解
け

て
し

ま

い
ま
す

。
先

生
は

い
ろ
ん

な
助

物
の
絵

に
よ

り
、

笑
語

の

名
前

と
鳴

き
声
を

枚
え

て
く

れ
ま

し

た
。
数

字

を
使
っ

て
の

グ
ル

ー
プ

を
作

る

遊
び

で
は
、
1
0
ま

で
数

を
英

語

で
教

わ
り

ま
し
た

。
最

後

に
サ
ー

ラ

先
生

手
作

り
の
パ

ズ
ル

遊
び

、
こ

れ

を
先

生
は

園
児

に
プ
レ

ゼ
ン

ト
し

て

く
だ

さ

い
ま
し

た
。

聞
児

か
ら

も
先
生

へ

の
プ
レ

ゼ
ン

ト

、

お
守
り
や

紙
凧

行
機

、

先
生

の

似

顔
絵

な
ど

を

「
あ
り

が
と

う
」

の

言
集
を

添
え

て
の

お
返

し
で
す

。

子

ど

も

た
ち
は

「
イ

ギ
リ

ス
の

国
旗

党

え
た
よ

、
笑

語
も
少

し

話
せ

る
よ

」

と
大
喜

び
、

楽
し

い
外

川
を

教
わ

り

ま
し

た
。
翌

日
か

ら
９

速
パ

ズ
ル

遊

び
、

ま
だ

兒
ぬ
外

国
へ

思

い
を
は
せ

て

い
る
様
７
」
で
す

。

国

際
化

の
時
代

に
生

き
て

い
く

園

児
た

ち
に

と
っ
て

、
外

国
人

と
の

初

め
て

の
交

流
は
、

と
て

も

い
い
刺

激

に
な

り
ま

し
た
。

こ

の
会

を
通
し

て

。

英
語
や

外

国
に
興

味

・
関

心
を
少

し

で
も

持
つ

こ
と
が

で

き
れ
ば

幸

い
と

思

い
ま
す

。
ま

た
闘
児

た

ち
が
地

城

の
人

た
ち

と
接
し

、

す
こ
や

か

に
成

艮
し

て

い
け
る
よ

う

、
こ

れ
か

ら
も

交
流

の
機

会
を

設
け

て
ゆ

き
た

い
と

考
え

て

お
り
ま
す

。
（
藤
田

幼
稚

園
）

こ
れ
は
西
大
枝
に
伝
わ
る
河

童
の
話
。

今
か
ら
少
し
前
ま
で
は
あ
ち

こ
ち
の
川
の
淵
に
河
敬
が
い
た

と
い
い
、
県
北
地
方
で
は
福
鳥

巾
の
濁
り
川
の
河
童
が
有
″
气

濁
り
川
四
卜
七
曲
り
の
淵
ご
と

に
一
昨
つ
つ
住
ん
で
い
た
が
、

河
燉
は
四
卜
八
匹
、
住
み
処
に

あ
ぶ
れ
た
一
匹
が
誰
か
の
隙
を

狙
っ
て
い
つ
も
泳
い
で
い
る
の

で
水
が
濁
っ
て
い
る
と
い
う
蒔

国
兇
町
の
代
表
的
河
童
は
、

西
人
枝
の
河
廠
淵
の
河
童
で
、

背
丈
は
小
さ
な
了
ど
も
位
、
色

ｔ
1
1
縁
、
人
き
な
ギ
ョ
ロ
目
に
と

が
っ
た
囗
、
手
足
の
指
に
水
掻

き
背
に
甲
羅
、
頭
に
丸
皿
と
い

う
姿
。
好
物
は
キ
ュ
ウ
リ
に
馬

の
尻
っ
こ
玉
、
水
の
中
で
は
力

が
強
く
馬
を
引
き
ず
リ
込
ん
で

は
尻
っ
こ
玉
を
抜
き
、
子
ど
も

が
水
浴
び
に
く
れ
ば
手
足
を
引

っ
張
る
悪
い
い
た
ず
ら
者
。『
河

童
淵
で
水
浴

び
し
て

な
ん
ね

ぞ
』
と
は
親
達
の
冂
ぐ
せ
だ
っ

た
と
か
。
と
こ
ろ
が
こ
の
河
童
。

あ
る
時
人
に
捕
ま
っ
た
か
ら
人

変
。
そ
れ
っ
殺
す
べ
と
な
っ
た

時
、
吉
田
家
の
二
十
何
代
か
的

の
御
先
祖
様
が
、
哀
れ
に
思
っ

て
話
を
つ
け
て
逃
が
し
て
や
っ

た
。
命
拾
い
し
た
河
童
は
自
分

の
宝
物
の
牙
と
「
占
田
」
の
名

乗
り
を
則
っ
て
恩
返
し
し
た
と

伝
え
ら
れ
、
つ
い
最
近
ま
で
そ

の
牙
は
あ
っ
た
そ
う
で
、
河
童

も
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

幼稚園の子どもたち

くにみの民話かるた

まち再発見

牙
と
姓

く
れ
て
河
童
の

恩
返
し



募
　

集

B
e
a
u
t
i
f
u

l

美
・
遊
・
知
ふ
る
さ
と
塾

県
北
十
七
市
町
村
で
組
織
す

る

’
ふ
く
し
ま
拠
点
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
‘
で
は
、
小

学
生
と

そ
の

保
護
者
を
対
象
に
、
県
北

地
方
の
産
業
や
伝
統
工
芸
な
ど

を
体
験
す
る

『
美
・
遊
・
知
・

ふ
る
さ
と
塾
』
を
閧
鯉
し
ま
す
。

こ
れ
は
県
北
地
方
で
培
わ
れ
て

き
た
『
技

』
や

『
知
恵
』
を
学

び
。
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
、
下
の
と
お
り
実
施

さ
れ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
日
眄
・：
十
月
十
七
日
（
凵
）

午
前

八
時
三
十
分
～
午
後
四
時

▼
対
象
・・・
県
北
地
方
に
住
む
小

学
生

と
そ
の
傑
護
者
（
二
人
一

組
）
▼
雰
集
人
員
：
こ
一
十
五
組

五
十
名

（
応
募
多
数
の
場
合
は

コ
ー
ス
ご
と
に
抽
選
）
▼
内
容

・：
Ａ
コ
ー
ス
こ
ん
に
や
く
作
り

と
こ
け
し
の
絵
付
け
体
験
（
栂

鳥
巾
）
’Ｂ
コ
ー
ス
そ
ば
打
ち
と

乎
職
物
体
験
（
伊
達
地
方
）
・
Ｃ

コ
ー
ス
紙
す
き

と
バ
タ
ー
作
り

体
験
（
安
達
地
方

）
▼
費
用
…

一
組
二
千
円
（
昼
食
代
含
）
▼

応
募
方
法
・：
往
復
は
が
き
に
住

所
。
氏
名
、
電
話
番
号
、
小
学

校
名
、
学
年
、
希
望
コ
ー
ス
を

明

記
し

。
十
月
一
日
ま
で
〒
九

六
〇
一

八
六
〇
一
禍
鳥
市
五
老

内
町
三
－

一
柵
鳥
市
役
所
内
福

島
地
方
広
域
行
政
組
合
あ
て
に

応
募
の
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
。
当
選
通
知
と
あ

わ
せ
て
連
絡
い
た
し
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

福
鳥
地
方
広
城
行
政
組
合
　

晋
5
2
1
1
8
3

‐

２

県
税
だ
よ
り

個

人

事

業

税
の
・

‘

お

知

ら
せ

個
人
嘔

業
税
は
、
県
内
に
寥

務
所
・
事
業
所
を
設
け
、
物
品

販
売
業
や
不
助
鹿
貸
付
梟
な
ど
、

法
律
で
定
め
ら
れ
て

い
る
事
業

を
行
う
個
人
の
方
に
納
め
て
い

た
だ
く
県
の
税
金
で
す
。

県
北
地
方
振
興
局
県
税
部
か

ら
八
月
中
旬
に
納
税
通
知
喬
を

お
送
り
し
ま
す
。
第
一
期
分
は

八
月

Ξ
Ｆ
一
日
ま
で
、
第
二
期

分
は
十
一
月

Ξ
卜
日
ま
で
の
二

回
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
ズ
た
だ

し
税
額
が
一
万
円
以
下
の
場
合

は
一
括
し
て
第
一
期
に
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
Ｊ

『
納

期

内

に

納

め

ま

し

よ

う
Ｉ
・
』

県
北
地
方
振
興
Ｑ
県
税
郎

個
人
事
業
税
の
照
会

直
税
課
（
5
2
1

）
7
6
3
6

口
座
振
糾
制
度
の
照
会

納
税
課
（
５
２
１

）
7
6
3
3

地 域 振 興 券

－ご使用はお済みですか一

今年３月10 日から使用開始しました、国見町地域

娠興券の使用期限は
９ 月 ９ 日

までです。

まだ使用していない方は期限内にご使用ください。

西分署

1だより

防
火
週
間

毎
年
、
八
月
三
十
日

か
ら
九
月
五
日
ま
で
『
防
火
週
閥
‘

に
な
っ
て

い
ま
す
。
（
九
月
一
日
は
防
災
の
日
で
す
。
）

近
年
。
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
各
地
で
様
々
な
災
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
で
は
災
害
に
よ
る
教

訓
を
生
か
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

地
震
や
台
風
、
長
雨
に
よ
る
家
Ｍ
倒
壊
・
交
通
マ
ヒ
・
土

砂
崩
れ

ニ
フ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸
断
。
ま
た
落
雷
や
送
電
線
の

切
断
し
た
火
花
に
よ
る
火
災
、
更
に
負
傷
者
や
急
病
人
の
発

生
等
が
災
害
で
予
想
さ
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
こ
の
週
間
を
機
会
に
。
災
害
に
対
す
る
話
合

い
や
点
検
・
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
①
倒
れ
そ
う
な

看
板
・
煙
突
・
壁
等
は
補
強
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
②
家
庭

内
の
家
具
は
固
定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
③
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
等
で
、
事
前
に
気
匁
情
報
や
災
害
愉
報
を
把
握
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
④
長
雨
や
強
い
雨
の
畤
は
、
上
砂
朋
れ
や
河
川

の
鉄
砲
水
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
⑤
非
常
時
の
持
出
し
物
や

懐
中
電
灯
、
避
雛
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
。
以
上
の
こ
と
を
町
内
会
で
も
話
合
い
、
地
域
ぐ
る

み
で

『
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
』
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
毎
日
何
げ
な
く
使
っ
て
い
る
ガ
ス
、
電
気
。
暖

膊
器
日
｀
等
も
取
り
扱
い
次
第
で
は
、
大
き
な
災
害
（
例
え
ば

ガ
ス
爆
発
）
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
一
人
一
人
が
注

意
し
て
安
全
を
確
認
し
、
快
適
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
心

が
け
た
い
も
の
で
す
。

★
問
い
合

わ
せ

伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分
署

公
（
５
８
２
）
３
－

９
０



お
知
ら
せ

（
特
別

）
児

童
扶

養
季
恚

を

ご

存
じ
で

す

か
？
・

児
童
扶
養
予
当
は
、
離
婚
な

ど
に
よ
り
父
親
の
い
な
い
児
童

を
育
て
て
い
る
母
親
ま
た
は
心

貘
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る

方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
受
給
資

格
が
生
じ
た
方
は
、
資
格
が
生

じ
た
日
か
ら
５
年
を
過
ぎ
る
と

手
当
の
請
求
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
速
や
か
に
請
求
の
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
特
別
児
癨
扶
養
手
当

は
、
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害

を
持
つ
児
童
を
監
護
ま
た
は
養

育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

詳
し
く
は
．
禍
祉
係
ま
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い
．

★
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課

福
祉
係

ｎ
（
５
８
５
）
2
7
9
3

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

活

性
化

資
金

融
資

制

度

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
者
が
店

脯
等
の
改
善
や
愉
報
化
推
進
、

大
厦
店
進
出
等
に
よ
る
経
営
改

摶
を
行
な
う
鳩
合
に
、
金
融
上

の
支
援
を
行
な
う
こ
と
を
目
的

に
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
活
性
化

資
金
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
。
県
及
び
町
か
ら

の
資
金
を
も
と
に
、
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
を
介
し
破
資
さ

れ
る
制
度
資
金
で
、
有
利
な
借

入
条
件
に
よ
り
商
業
・
サ
ー
ピ

ス
翠
者
の
保
護
育
成
を
図
る
も

の
で
す
。
▼
融
資
利
率
一
。・
○

％
以
内
▼
融
資
限
度
額

設
備

資
金
円
１
万

円

運

転
資
金
二

千
万
▼
融
資
期
閥
十
年
以
内

★
問
い
合
わ
せ

柵
八
’県

中
小
企
業
団
体
中
央

会

ｎ
（
5
2
1

Ｔ

４
３
１

全
国
消
費
実
態
調
査
ぶ

ご
協
力
を

今
年
九
月

か
ら
十
一
月
に
か

け
、
平
成
十

一
年
度
全
国
消
費

実
愚
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
責
は
、
我
が
国
の
社
会
・

経
済
が
人
口
の
高
齢
化
、
サ
ー

ビ
ス
業
の
増
大
、
高
度
情
報
化

等
に
よ
り
多
様
化
し
て

い
る
中

で
、
国
民
生
活
の
実
態

を
家
計

面

か
ら
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

行
な

う
も
の
で
す
。
調
査
の
結

果
は
統
叶
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、

社
会
・
経
済
紬
施
策
等
の
基
礎

資
料
と
し
て
広
く
利
川
さ
れ
ま

す
。調

査
の
内
容
は
。
主
に
家

計

摶
を
紀
入
し
て

い
た
だ
く
こ
と

で
す
。
調
査
貝

が
皆
様
の
お
宅

に
伺
い
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ
調

在
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
申
し
ｈ

げ
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

企
画
商
ｔ

課
企
画
商
工
係

ｎ
（
５
８
５

）
2
9
2
7

会老敬町見国

１ 平 成11 年 度 の国 見 町 敬老 会は.T･ 9 

月14 日( 火) に 観 月台文 化 セン タ ，I.

一 で行 ない ま す 。　　　　　 ，でI.

式典 と アト ラ クシ ョ ンは 午 前10･7

眄 から 体 青館 で 行な い 。午 後IE 笥

か らは ホ ー ルでr 津軽 ひろ 孑 歌謡｡

シ ョー｣ をお 豪し みい ただ き ます 。

な お ，こ れら の 催し へ のご 招 待は

匐 癩以 上の 方 々 で ，後 日ご 案 内い 宍

たし ます 。｡｡｡,･｡.i.,｡;｀.i-ぷご=ITi.'f=:｡1

★問い合わせミ

保健福祉課丿

福祉係･:　71585

－27８3

「
福
島
県
民
の
日
」
の
公
共
施
設
無
料
開
放

八
月
ニ
ト

ー
ロ
は
「
福
鳥
県
艮
の
日
」
で
す
。
圃
見
町
で
は
こ
の
日

を
記
倉
し
、
町
民
の
皆
様
に
公
共
施
設
を
無
料
開
放
い
た
し
ま
す
。

－
一
　
対
象
日

八
月
二
十
一
日
（
土
）『
福
鳥
県
民
の
日
』

二

対
象
者

国
見
町
に
住
所
を
有
す
る
町
民

三

対
象
施
設

◆
国
見
町
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

①
入
浴
施
般

②
文
化
セ
ン
タ
ー
施
霞

◆
倒
見
町
廴
野
台
連
助
公
園

①
総
介
運
助
鳩

②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

③
プ
ー
ル

④
国
見
動

労
膏
体
育
セ
ン
タ
ー

⑤
国
Ｍ
助
労
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設

（
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
９
２
３
）

◆
そ
の
他
の
町
営
施
般

①
森
江
野
町
民
セ
ン
タ
ー

②
国
兇
東
郎
高
齢
者
等
活
性
化
セ
　

ン
タ
１

③
大
木
戸
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

④
学
校
施
設

＊
使
用
時
の
申
込
番
。
轍
告
番
は
従
来
通
り
提
出
願
い
ま
す
。
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
。
プ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
個
人
使
用
に
つ
い
て
は
。

利
川
者
名
簿
に
記
入
の
上
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

結
婚
お
め
で
と
う

菊

地

孝

志

″
‘
・
マ

ル

ケ

ス
・

ア

ン

ヘ

レ

ス

ー
ア

イ

リ

ン

Ｓ
‘
　
　

（

第

に

）

誕

生

お

め

で

と

う

お

子

さ

ん
　
　
　

保

績

者

高

糒
番

咳

．‘

椪

酘

？

羮

齊

７
.．
Σ

高

城

）

墹

樌
と

も
み

、
．

‘

耨
鰛

．
‘
・

か

ゆ

り

．
‘

｛

紡

町

｝

冊

木

皐

４

．
‘

康

弘

．
‘・
山

美

子

．
Σ

夲

町

｝

斉

脯

あ

ゆ

み
、
．

‘

瓜

愽

“

・
桴

耆

‘
｛

阪

鴣

｝

齊

略

遺

弟

、・
‘

乎

史

．
‘
‐
美

希
．

‘

肓

町

き

繽

最

千

紘

、・
‘

宏

之

“

．
奏

薦

’
冫

宮

町

北

）

應

江

凪

砂
ｙ

紬

冫

・
袖
ｒ

．
‘
｛

衂

江

匙

お
・く
・や
み

申
し
淒

け
ま
す

樋
ロ

シ
ゲ
。

‘
一
’
　

（
卵
一

）

斎
藤

利
男
″
‘
η
　
　

｛
町
東
｝

谷
沖

洋
一
。
‘

４４
　
　

（
山
根
）

商
橋

ナ
ヲ
ー

８５
　

（
貝
出
）

鳥
貫

紀
子
。
‘

５９

｛
潭
宗
山
東
｝

石
祁

惠
ｆ
。‘

４５
　

旡

明
寺
）

繽
邊

（

チ
’

‘

７９
　

（
泉
田
下
）

田
口

俊
子
。‘

Ｍ
　
　

（
小
坂
）

(
 卜

日
届
出
分
ま
で
）

９月の心配ごと相談

３日鵆 八魯 忠一a4

浅野やへ子a

13日哨） 瞳攤 £皿秦4

山崎 ヤイ，4

24 日 村上 金£,A

野村 トモ６

・場所 役母( 2 解 ｰ帽羂室

●瞬間 午前９畤－£乍

人口と世帯
人ロ フ月 １日現在

男　5.470 人6  )
女　5.898 人(  ｰ 1 D
叶ｰ  1.36 人（－１７）

出生 ８人 死亡 ９人
転入 ８人 転出２４人

世 帯
!3.148  世 帯 (  ｰ  l)

下水道まつり



国見町教育委員会生涯学習課

(観月台文化センター)

魯(  5 〉2676 FAX ( 585 ) 2707

幼
児
の
健
康
に

つ
い
て
学
ぶ

～
子
育
て
教
室
～

全
国

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

に
よ

る

と
．

．
～

已
才
児

を
持

つ
母

親
の

子

ど

も

像
の
第

一
位

は

『
健
康

な
子
ど

も
』

に
な

っ
て

い
ま
す

．
国

見
町

の

子
育
て

敬

竃
生

の
皆

さ
ん
も

同
様

の

子
ど

も
像
を

も
っ

て

い
ま
す
．

そ
こ

で
．

第
五

回
目

の
学

習
は

、

公

々
‘藤

田
総

合
病

院
の

小
児

科
医
師

、

岸
幹

二
先
生

を
醐

師

に
迎

え
て
．
幼

児

の
健

康

に
つ

い
て
学

習
し

ま
し
た
．

先
生

か

ら
は
、

乳
幼

児
期

に
罹
り

や

す

い
病
気

に

つ
い
て

、
具

体
的

な

症

例

を
示
し

な
が

ら
、

対
処

の
仕

方

や

留
息

嘔
項

等

に
つ

い
て
分

か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

教
室
生
の
皆
さ
ん
も
熱
心
に
メ
モ

を
と
り
な
が
ら
先
生
の
講
話
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
講
話
の
後
の
質

問
タ
イ
ム
で
は
、
男
児
の
高
熟
の
余

病
の
心
配
、
冂
の
巾
の
け
が
、
予
防

接
種
の
受
け
方
等
、
た
く
さ
ん
質
問

が
出
て
、
幼
児
の
健
康
に
対
す
る
関

心
の
高
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
教
室
生
の
ひ
と
り
は
、「
と
も

す
る
と
、
す
ぐ
に
家
庭
医
学
書
や
育

児
書
に
頼
り
が
ち
な
の
で
、
反
省
す

る
点
が
多
か
っ
た
し
。
そ
れ
に
参
考

に
な
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
」
と
の
感
想
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
き
っ
と
、
今
回
の
学
習
が
明
口

か
ら
の
子
育
て
に
生
か
さ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

ニ
ュ
亠

ポ
ー

ヴ
に
挑
戦

～
少
年
仲
間
づ
く
り
教
宰
ｉ

少
年
仲
間
づ
く
リ

教
室
の
ス
ポ
ー

ツ

ー
レ
ク
活
動
は
、
国
見
町
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
飢
で
七
月
二
十

二
口
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は

小
学
四
年
生
以
上
を
対
象
に
。
学
校

や
学
年
を
越
え
た
、
人
と
人
と
の
ふ

れ
あ
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
仲
間

づ
く
り
を
す
る
こ
と
で
児
童
の
健
全

育
成
を
目
指
す
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
匕
月
二
十
一
日
予
定
し
て

い
た
宿
泊
学
習
が
、
朝
か
ら
の
激
し

い
雨
と
、
人
雨
、
甫
、
洪
水

警
餓
が
出
さ
れ
中
止
と
な
っ

た
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ

ー
レ
ク

活
勣
を
実
施
し
四
ト
ハ
人
の

教
室
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
は
、
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
を
行
い
、
初
め
は
、
大

き
く
や
わ
ら
か
い
ボ
ー
ル

に

戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ボ

ー
ル
に
も
馴
れ
、
領
に
汗
し
。

な
が
ら
コ
ー
ト
一
杯
走
り
ま

わ
り
ま
し
た
。
昼
食
後
。
宿

泊
学
習
で
予
定
し
て
い
た
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や
歌
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
た
。

パソ コン教室受講生募集

(表計算【エクセル】)

( ９月講座)

13日鼎、16 日閑 、17  日 、

20日弗.22 日啝

(10 月講座)

18日{印、20 日啝 、22日窗、

25日(月).27日啝

〈11 月講塵〉

15日(月)、17日啝.19 日{匐.

22日側.24 日啝

◇場所 観月台文化 センター

◇畤問 午後６畤～８畤

◇定員 各講座11名

( 定員に なり次第締切り)

◇講師 中村勉先生ほ か

◇受講料3000 円

( テキスト.フロッピーデ彳ス

ク代を含 む)

◇申 込み

生涯学習 係へお申込ください．

新しい本が届きました

【
一
股
図

書
一

【
児

童

図

書

】
‘

●慢談　　　　　　　　　　　 （阿刀圧高）
●チグリスとユーフうデス　　　　　 （新井素子）
●東京セブンローズ　　　　　　 （丹上ひさし）
●島淙奔る上・下　　　　　　　 ｛池宮ｌ一把l
●４るジイサン　　　　　　　　　 （池永矚l
●は５まん１ ．‾!こ　　　　　　　 （内田●夭J
●襴孑の亰１ ．１卜　　　　　　　 （三顧和了!
●EE妃の姐婚　　　　　　　　　 （佐●嬲刊
●上野介の忠臣麾　　　　　　　 （涓水儼爬j
●觜朋のつぱめ　　　　　　　　! 宇佐II爽墫）

●ど っこい巨人は生きてい た　; メアリ一 一ノートン:･

･  古 の椡售ボガート　　　i スーザン・クー バ气=

●ネス湖の１ 獣ボガート　　　i λ一ザン ・クー パーj

●覯の守り人　　　　　　　　　･; 上驟 を 子 一

●賢五郎ものがたり　　　　　　 （釣木櫺代書･

●廱法の糶リもの　　　　　 溥 ヤロ ル アドラーI.

●世界でtiちばんやかましい曹I ベンジャミン・エルギンj

●みけ ねこキ ャラコ　　　　　　　　1 どいかやT

●ななのタンスはふしざ がいっばい　C わたりむつこ

●ナシヌの名の物語　　　　　　 （みおちづる:･



旅
を
楽
し
む
方
法

合　同

学習会

今
年
の
夏
に
は
八
千
五
百
万
人
が

図
内
外
の
旅
行
に
・
：
と
民
間
調
査
の

Ｆ
想
が
あ
り
ま
す
。
長
い
歴
史
の
な

か
で
口
本
人
は
い
つ
頃
か
ら
物
見
避

山
の
旅
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

「
冂
本
の
旅

。
五
〇
〇
年
」
と
い
う

本
に
よ
る
と
、
室
町
時
代
頃
ま
で
は

庶
民
の
観
光
を
目
的
と
し
た
旅
は
ほ

と
ん
ど
無
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ

が
江
戸
時
代
に
入
り
参
勤
交
代
の
制

度
と
と
も
に
街
道
が
整
備
さ
れ
、
多

く
の
人
を
受
け
入
れ
る
宿
場
も
整
う

に
つ
れ
、「
お
伊
勢
参
り
」
等
の
旅
が

広
く
庶
民
の
間
に
鋒
及
し
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
全
国
津
々
浦
々
に
交
通
網

が
整
備
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
形
態
の

阿
津
賀
志
山
学
級

成
人
教

室

く
に
み
女
性
教
室

宿
泊
施
改
も
あ
り
、
だ
れ
も
が
、
た

や
す
く
観
光
の
旅
が
可
能
に
な
っ
て

お
り
、
今
後
益
々
旅
を
楽
し
む
槻
会

は
増
え
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
ご一
学
級
合

同
で
、
去
る
七
月
一
日
、
旅
の
楽
し

み
方
に
つ
い
て
、
禍
島
交
通
観
光
の

海
外
旅
行
課
係
艮
穴
沢
芳
之
さ
ん
を

講
師
と
し
て

。
六

八
名
の
方
の
出
席

を
得
て
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

主
な
話
の
内
容
と
し
て
は
、
団
体

旅
行
に
参
加
す
る
場
合
、
一
般
的
に

は
、
口
時
、
行
き
先
、
旅
行
代
金
。

日
程
く
ら
い
の
検
討
で
決
め
る
こ
と

が
多
い
が
、
参
加
申
込
み
を
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
旅
行
業
者
と
の
契
約

行
為
で
あ
る
か
ら
契
約
書
面
を
受
け

取
り
、
内
容
・
規
定
を
確
認
す
る
こ

と
が
ト
ラ
ブ
ル
防
虫
に
な
る
こ
と
。

ま
た
、
海
外
旅
行
で
は
、
盗
難
、
精

神
面
を
含
め
た
体
調
の
維
持
に
気
を

つ
け
る
こ
と
。
と
に
か
く
、
凵
本
の

基
準
で
外
国
を
判
断
す
る
こ
と
は
危

険
で
あ
る
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

個
人
旅
行
に
つ
い
て
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
旅
行
雑
誌
等
で
豊
富
な
愉

報
が
得
ら
れ
や
す
く
旅
行
計
画
の
作

成
が
容
易
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で

益
々
増
え
る
傾
向
に
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
か
し
こ
い
旅
行
者
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
教
室

七
月
ニ
ト

ー
凵
．
二
十
八
日
の
．
．

回
に
わ
た
り
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ

ー
体
宵
館
に
お
い
て
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
る
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
教

室
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

杏
加
者
四
ｔ

Ｒ
名
は
．
講
師
の
梅

津

善
幸

先
生

か

ら
ソ
フ

ト
バ

レ
ー

ボ

ー
ル

の
ル

ー
ル

や

基
本

プ
レ

ー
の

説

明

を

閥
い

た
後

、
ゲ
ー

ム
形
式

で

線

刈
1
1
1

を

行
な

い
、
最

後

に
参
加
者

全
貝

で
試
介

を
行

な

い
ま
し

た
。

参

加
者

た
ち
は

、
初

め
て

の
ス

ポ

ー
ツ

で
あ
り

な

が
ら

も
随
所

に
好

プ

レ
ー

を
見
せ

、
真

夏
の

夜
の
ひ

と

と

き
を

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー
ツ

で
楽

し
み

ま

し
た

。

「
押
Ｕ
花
教
室
」
が
開
講

公
民
館
ｔ
催
の
「
押
し
花
教
竃
」

が
六
川
十
四
日
か
ら
八
月
九
日
ま
で

五
回
に
わ
た
っ
て
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
十
二
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

ふ
し
ぎ
な
花
似
楽
部
押
し
花
サ
ロ

ン

『
野
の
花
』
指
導
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
伊
藤
朋
江
先
生
を
講
師
に
迎
え

花
の
押
七
方
や
、
押
し
花
の
は
が
き
、

花
シ
ー
ル
、
箸
袋
、
押
し
花
額
等
の

作
り
方
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

参
加
し
た
教
室
生
は
、
今
ま
で
何

げ
な
く
見
過
ご
し
て
い
た
草
花
も
、

素
敵
な
押
し
花
に
な
る
こ
と
を
知
リ
、

よ
り
一
層
身
近
な
草
花
に
親
し
み
を

も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

行事のお知らせ

８月

18日（水） パソコン教室19

日（木） パソコン教室20

日（金） パソコン教窒22

日（日） 第８回町長杯

バウンドテニス大会

23日(月) パソコン教室

25日(水) パソコン教室

26日(木) 町民陶芸教窒

27日(金) 子育て教室(子どものしつけ)

成人学級(文学敵歩)

９月

１日(水) 子ども移動図書館(小坂;)り

第18回町長杯ナイターソ

フトボール大会

２日(木) 町民陶芸教室

７日(火) 阿津賀志学級(書道グループ)
子ども移動図書館

(森江野小)

８日(水) 子ども移動図書館

(藤田小２年)

10日(金) 第17回町長杯ゲートボール

大会

阿漕賀志学級・くにみ女性

教室(スポーツ民踊〉

子ども移勧図書館

(藤田小1年)



にゅーす

ぱっく厚
生
大
臣
特
別
表
彰
阿
部
俊
恒
さ
ん

この度阿郎悛恒さん（徳江北）が厚生大臣特

別表彰を受け．８月４口冨永町長より表彰状が

伝達されました．阿邸さんは民生委員として昨

年l 】月に退任さ れるまで、昭和49 年より24 年

の長きにわたり社会福阯行政にご尽力いただき

ました．

納
税
功
労
知
事
感
謝
状
八
島
新
太
郎
さ
ん

り

見

町

納

税

貯

蓄

組

合

連

介

会

八

鳥

新

太

郎

会

長

が

、
＠

」
｛

ｍ

一
福

鳥

市

で

、

納

税

功

労

者

謝
　

贈

日
Ｊ
を

佐

藤

知

恥

よ

り

受

け

ま

し

た

。

八

島

さ

ん

臨

昭

匹

作
ｗ

に

山

崎

北

納

税

組

介

艮

に

就

任

し

。

甲

皿
ｍ
ｗ
一
ｔ

よ

り

連

合

会

理

事

、（

叨

年

よ

り

連

合

会

会

長

と

し

て

、

納

税

業

務

へ

の

多

大

な

る

貫

献

に

よ

る

栄

胯

で

す

。

ス
ポ
少
ソ
フ
ト
大
会
　
森
江
野
優
勝

第16 回スポーツ少年団ソフ|･ボール大会

は．７月18 日に上野台運動公|剣穂合運動増で

閼かれました，大会には各地のスボ少４チーム

が出鳩し，リーグ戦により対戦しました．参加

したチームは，日ごろの練習の戚果を十分に発

押し．好●負を練り広げました．

試合結米は次のとおりです.

ＭＩ勝…森江野 卜 凖優勝‥･藤田

幼
児
交
通
安
全
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

福島県交通安全毋の公連絡協議会のJΞ隹によ

る【第211･】幼児交油安全クラブリーダー研修会」

が繊月台文化センタ一にて７月9 11剛催されま

した。県ド90 市町村から約450 名が参加し。交

通安全普及活鋤について研鑚するもので．ｉ 町

譱の 心から汢圃瀉な活 動 例 と し て「お げ､ め

んの交地安全劇J が発衣されました．

ち
い
さ
な
天
才
た
ち

お
父
さ
ん
す
ご
い

大
木
戸
小

阿
部
美
佳

昨
年

八

月

末

。

大
用

が

何

Ｂ

む

降

り

鯀
さ

ま

し

た

。

そ
し

て

た

く

さ

ん

の

人

が

華
言

に

あ

い

ま
し

た

。

わ

た

し

の

父
は

消
防

団

員

で

す

。
八

月

三

十

日

、
町

内
で

洪

水

の

お

そ

れ

が

曷
る

と

い

う

の
で

。
父

も

出

動
し

て

い

き

ま

し

た

。

ま

る
二

日

間

。
父

は

ず
っ

と

閘

の

中
で

が
ん

ば

っ

て

い

ま

し

た
・

後

で

周

い

た
こ

と

で

す

が

。
こ

の

眄
父

は

。
陳
で

三

十
分

し

か

休

ん

で

い

な

か

っ

た

そ

う
で

す

。
あ

５

た

め

て

す

ご
い

父

だ

な

あ
と

思
い

ま

し

た

。

『
児

耳
生

徒
文

輿
く
に

み

第
3
1
号

』

か

ら
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